
１

　

中
小
の
春
闘
は
こ
れ
か
ら
本
番
。

安
倍
ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス
の
せ
い
で
ゾ
ン

ビ
企
業
が
生
き
残
り
、
富
裕
層
と
貧

困
層
に
二
極
化
す
る
Ｋ
字
型
経
済
社

会
を
招
来
さ
せ
て
い
ま
す
。
労
働
組

合
は
、「
大
幅
賃
上
げ
」「
最
賃
大
幅

増
」「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」を
掲
げ
、

戦
闘
的
に
闘
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

高
市
政
権
は
、
想
定
通
り
、
ト
ラ

ン
プ
べ
っ
た
り
、
軍
拡
、
国
会
無
視

の
姿
勢
を
露
わ
に
し
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ン
プ
に
よ
る
イ
ラ
ン
侵
略
戦
争
に

　

連
合
は
、
３
月
24
日
時
点
の
第
２

回
春
闘
回
答
集
計
を
公
表
し
ま
し

た
。
定
昇
込
５
・
12
％
（
昨
年
同
時

期
比
０
・
28
％
減
）、
中
小
は
６
万

円
以
上
の
要
求
に
対
し
５
・
03
％（
昨

年
比
０
・
11
％
増
）
で
し
た
。
昨
年

の
消
費
者
物
価
指
数
は
3.2
％
、
実
際

に
は
、
食
料
品
や
生
活
必
需
品
の
値

上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
、
生
活
実
態

は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
春
闘
回

答
の
水
準
は
「
物
価
を
上
回
る
賃
上

げ
」
と
は
言
い
難
い
も
の
で
す
。
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同
一
労
働
同
一
賃
金
実
現
！

メ
ー
デ
ー

高
市
早
苗
軍
拡
内
閣
退
場
！

憲
法
集
会

■日比谷メーデー in亀戸
　▽５月１日（金）
　　　　10時 00分式典開始
　▽亀戸中央公園Ａ地区
　　集会後、錦糸町までデモ
■憲法大集会
　▽５月３日（日）13時開会
　▽有明防災公園
　　集会後、有明地区をデモ

闘
う
労
働
運
動
の
構
築
を

闘
う
労
働
運
動
の
構
築
を

高
市
政
権
は
日
本
の
桎
梏

高
市
政
権
は
日
本
の
桎
梏

2025 日比谷メーデー2025 日比谷メーデー

対
す
る
危
機
感
が
、
若

い
層
の
間
で
急
激
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
３
月

19
日
の
国
会
前
定
例
行

動
は
、
集
会
終
了
間
際

に
な
っ
て
も
若
い
人
た

ち
を
中
心
に
続
々
と
集

ま
り
、「
高
市
退
陣
！
」

を
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
サ
ナ
エ
人
気
」
に
よ
る

内
閣
高
支
持
率
は
続
い

て
い
ま
す
が
、
早
く
も
、

様
変
わ
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
と

　
憲
法
大
集
会
に
結
集
を
！

　

こ
の
力
を
さ
ら
に
強
め
る
べ

く
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
、
憲
法

大
集
会
に
結
集
し
、
社
会
へ
向
け
て

発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「集会初めて」という若い人たちが多く集まり「集会初めて」という若い人たちが多く集まり
1万人を超えた総がかり3.19行動1万人を超えた総がかり3.19行動

2025 憲法大集会2025 憲法大集会

新宿御苑の八重桜「福禄寿」新宿御苑の八重桜「福禄寿」
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直
近
ま
で
天
気
の
動
き
が
定
ま
ら

ず
、
少
々
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
し
た
が
、

ど
ん
ど
ん
晴
れ
間
が
増
し
て
好
天
に

な
っ
た
３
月
27
日
、
お
花
見
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
満
開
直
前
の
い
い
時
期

10
時
、
集
合
場
所
の
江
戸
川
橋
駅

を
出
発
。
神
田
川
に
か
か
る
江
戸
川

橋
を
渡
る
と
こ
ろ
か
ら
、
戸
枝
事
務

局
長
の
ウ
ン
チ
ク
の
始
ま
り
。

　
「
な
ぜ
江
戸
川
橋
？　

江
戸
中
期

ま
で
神
田
上
水
下
流
が
江
戸
川
と

「
第
18
回
定
期
総
会
」
案
内

▼
開
催
日　
６
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　
10
時
15
分
開
会

▼
会　
場　
清
掃
会
館

　
　
　
　
　

地
下
ホ
ー
ル　
　

▼
懇
親
会　
12
時
30
分
開
始

　
　
　
　
　
（
総
会
終
了
後
）

　
※
懇
親
会
費
は
千
円
の
予
定

　春の「フィールドワーク」は「目黒の歴史
探訪と自然観察＆ランチ宴会」。何やら怪しげ
な蛸薬師「成就院」（五百羅漢寺の差替えも検
討中）と、平安初期建立と伝わる「目黒不動」
を見学し、林業試験場跡に開かれた「林試の森」

▼開催日　５月 15 日（金） ※予備日５月 22 日

▼集　合　10 時 / 東急目黒線「不動前」駅
▼コース　蛸薬師成就院、目黒不動を見学、
　　　　　林試の森で自然観察
▼宴　会　武蔵小山駅付近でランチ宴会
▼参加費　2,500 円（ちょっと中途半端ですが）

５月1５日５月1５日 目黒不動～ 目黒不動～
林試の森林試の森＋＋ランチ宴会ランチ宴会

　

第
18
回
定
期
総
会
を
、
６
月
12

日
に
開
催
し
ま
す
。

　

総
会
運
営
は
、
昨
年
と
同
様
「
午

前
中
総
会
・
午
後
懇
親
会
」
の
方

式
で
す
。
総
会
の
案
内
は
、
５
月

初
め
に
差
上
げ
ま
す
。
総
会
議
案

も
、
５
月
に
お
送
り
し
ま
す
。
今

年
は
「
交
通
費
等
支
給
を
、
実
費
主

義
の
旅
費
か
ら
手
当
で
あ
る
行
動
費

に
改
め
る
」
議
案
を
提
案
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
役
員
改
選
の
総
会
で

す
。
三
役
の
一
部
変
更
を
考
え
て 第

18
回
定
期
総
会

６
月
12
日

い
ま
す
。
役
員
が
不
足
し
て
い
ま

す
の
で
、「
我
と
思
わ
ん
方
」
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
花
見
は
や
っ
ぱ
り
楽
し
い

お
花
見
は
や
っ
ぱ
り
楽
し
い

江
戸
期

江
戸
期
のの
名
残
名
残
満
載
満
載
神
田
川

神
田
川
周
辺
周
辺
散
策
散
策

　

ラ
ン
チ
宴
会
で
大
盛
り
上
が
り

ラ
ン
チ
宴
会
で
大
盛
り
上
が
り

お花見
ウォーク

呼
ば
れ
て
い
た
」、「
目
白
坂
は
、
目

白
不
動
の
参
道
」、「
文
京
区
に
胸
突

坂
が
３
つ
も
あ
る
の
は
、
武
蔵
野
台

地
の
縁
に
あ
り
急
坂
が
多
い
か
ら
」、

「
南
北
朝
時
代
『
つ
ば
き
や
ま
』
と

呼
ば
れ
る
椿
自
生
の
景
勝
地
に
ち

な
み
椿
山
荘
」、「
芭
蕉
庵
は
、
芭
蕉

が
神
田
上
水
管
理
の
仕
事
を
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
後
世
つ
く
ら
れ
た
」、

「
肥
後
細
川
庭
園
は
肥
後
細
川
藩
下

屋
敷
庭
園
跡
の
公
園
」
と
。
目
白

坂
、
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア
大

聖
堂
、
胸
突
坂
、
肥
後
細
川
庭

園
と
神
田
川
岸
を
め
ぐ
り
、
江

戸
期
の
名
残
り
と
満
開
直
前
の

サ
ク
ラ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
宴
会
も
大
満
足

　

花
見
の
後
、
地
蔵
通
り
商
店

街
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
買
い
物
を

し
て
、
ラ
ン
チ
宴
会
会
場
へ
。

サ
ー
ビ
ス
は
少
々
難
あ
り
の
中

国
料
理
店
で
し
た
が
、
味
と
量

は
合
格
点
、
コ
ス
パ
良
好
。
満

腹
、大
満
足
。
参
加
者
は
18
名
。

ラ
ン
チ
宴
会
は
16
名
。
天
気
も

よ
く
、
楽
し
い
花
見
で
し
た
。

肥後細川庭園にて肥後細川庭園にて

カンパ～イ！カンパ～イ！ 満開直前 神田川のサクラ満開直前 神田川のサクラ

で、豊かな自然を観察。
歴史と自然を同時に楽
しもうという趣向です。
　そして、いつものよ
うにランチ宴会です。 目黒不動／男坂目黒不動／男坂
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３
月
17
日
に
第
４
回
幹
事
会
・
専

門
部
会
を
開
き
、①
定
期
総
会
準
備
、

②
会
計
予
算
補
正
、
③
行
時
・
行
動

カ
レ
ン
ダ
ー
送
付
廃
止
、
④
秋
ま
で

の
行
事
計
画
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

６
月
12
日
に
開
催
す
る
第
18
回
定

期
総
会
の
来
賓
、
提
案
議
案
の
項
目

と
提
案
者
、
総
会
時
程
、
任
務
分
担
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
総
会
後
懇
親
会
の

開
催
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

レ
ク
活
動
費
の
大
幅
な
予
算
不
足

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
不
足
が
生
じ
て

い
た
総
会
費
と
合
わ
せ
て
増
額
し
ま

す
。
増
額
原
資
は
予
備
費
か
ら
の
充

当
と
し
、予
算
不
足
を
解
消
し
ま
す
。

　

き
め
細
か
い
郵
便
料
金
値
上
げ
対

策
を
実
施
し
、
効
果
が
出
て
い
ま
す

が
、
事
務
量
が
過
大
に
な
る
な
ど
弊

害
が
生
じ
て
い
ま
す
。
財
政
効
果
と

事
務
簡
素
化
の
両
立
を
図
る
た
め
、

『
行
事
・
行
動
カ
レ
ン
ダ
ー
』
送
付

を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。『
行

事
・
行
動
カ
レ
ン
ダ
ー
』
は
重
宝
す

る
と
の
意
見
も
あ
り
、
配
布
希
望
会

員
に
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。

　

３
月
17
日
の
「
春
の
学
習
会
」
と
、

27
日
の
「
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク
」
の

実
施
細
目
を
最
終
確
認
し
、「
春
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
は
、「
目
黒

の
名
所
と
自
然
見
物
」を
テ
ー
マ
に
、

５
月
15
日
開
催
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流

会
を
、
７
月
11
日
に
開
催
し
ま
す
。

「
秋
の
学
習
会
」「
日
帰
り
旅
行
」「
博

物
館
見
学
」
な
ど
、
秋
の
行
事
の
具

体
案
は
５
月
幹
事
会
で
決
め
ま
す
。

日
比
谷
メ
ー
デ
ー
終
了
後
の
打
上
げ

会
は
自
主
的
に
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
会
の
行
事
と
し
て
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。〈
纐
纈
朗
整
理
〉

４
月
〜
５
月
の
主
な
行
事
と
行
動
予
定定

▼
根
津
山
小
さ
な
追
悼
会
（
紹
介
）

＊
日　
時　
４
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
　
14
時
00
分
～

＊
場　
所　
南
池
袋
公
園

　
　
　
　
　
空
襲
犠
牲
者
哀
悼
の
碑
前

▼
総
が
か
り
４
・
19
行
動
（
紹
介
）

＊
日　
時　
４
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
14
時
00
分
～

＊
場　
所　
国
会
議
事
堂
正
門
前

▼
根
津
山
小
さ
な
追
悼
会

　

空
襲
学
習
会
（
紹
介
）

＊
日　
時　
４
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
14
時
00
分
～

＊
場　
所　
と
し
ま
区
民
セ
ン
タ
ー

＊
内　
容　
４・５
月
の
東
京
大
空
襲

　
　
　
　
　
〜
ね
ら
い
と
被
害

▼
中
央
メ
ー
デ
ー

＊
日　
時　
４
月
29
日
（
水
・
休
）

　
　
　
　
　
10
時
30
分
～

＊
場　
所　
代
々
木
公
園
Ｂ
地
区

＊
取
組
み　
幹
事
中
心
の
予
定

▼
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
in
亀
戸
公
園

＊
日　
時　
５
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　
10
時
式
典
開
始

＊
場　
所　
亀
戸
中
央
公
園
Ａ
地
区

　
　
　
　
　
錦
糸
町
へ
デ
モ

　
　
　
　
　
終
了
後
、
懇
親
会
予
定

▼
５
・
３
憲
法
大
集
会

＊
日　
時　
５
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　
　
13
時
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

＊
場　
所　
有
明
防
災
公
園
公
園

●
第
５
回
幹
事
会

＊
開
催
日　
５
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　
　
10
時
30
分

＊
場　
所　
清
掃
会
館
（
傍
聴
可
）

●
目
黒
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

＊
日　
時　
５
月
15
日
（
金
）

　
10
時
・
東
急
目
黒
線
「
不
動
前
」

　
駅
改
札
前
集
合

＊
コ
ー
ス　

目
黒
不
動
と
林
試
の

　
　
　
　
　
森
等
、
ラ
ン
チ
宴
会

＊
会　
費　
２
５
０
０
円

▼
総
が
か
り
５
・
19
行
動
（
紹
介
）

＊
日　
時　
５
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
～

＊
場　
所　
衆
院
議
員
第
二
会
館
前
歩
道

▼
狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
市

　

民
集
会

＊
日　
時　
５
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　
13
時
00
分
～

＊
場　

所　

日
本
教
育
会
館　
　

　
　
　
　
　
神
田
方
面
へ
デ
モ

●
第
18
回
定
期
総
会

＊
日　
時　
６
月
12
日
（
金
）

＊
場　
所　
清
掃
会
館

　
　
　
　
　
総
会
後
、
懇
親
会

●
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

＊
日　
時　
７
月
17
日
（
金
）

＊
場　
所　
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ
ル

第第４４回回
幹事会幹事会

第
18
回
定
期
総
会
準
備
、
会

計
予
算
補
正
、
行
事
・
行
動

カ
レ
ン
ダ
ー
送
付
廃
止
、
今

年
末
ま
で
の
行
事
計
画
検
討

第
18
回
定
期
総
会
準
備

会
計
予
算
を
補
正

行
事
・
行
動
カ
レ
ン
ダ
ー
廃
止

秋
ま
で
の
行
事
構
想
検
討
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学
習
会
の
前
段
で
、
東
京
清
掃
渡

辺
書
記
長
か
ら
、
春
闘
と
メ
ー
デ
ー

に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

春
闘
は
、
民
間
賃
金
が
勧
告
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
民
間
の

仲
間
と
連
帯
し
て
取
組
み
を
強
化
す

る
こ
と
、
公
務
員
春
闘
と
し
て
人
事

介護基礎セミナー介護基礎セミナー
〜頑張りすぎない認知症介護〜〜頑張りすぎない認知症介護〜

2026 春の学習会2026 春の学習会

　

３
月
17
日
、『
春
の
学
習
会
／
介
護

基
礎
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、セ
レ
モ
ア
提
携
『SO

M
PO

ケ
ア
株
式
会
社
』常
盤
紀
子
さ
ん
。「
頑

張
り
す
ぎ
な
い
認
知
症
の
介
護
」
を

テ
ー
マ
に
、「
認
知
症
介
護
の
問
題
点
」

や
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
方
」
を

中
心
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
質
問
は
３
人
、
介

護
で
差
し
迫
っ
た
話
し
も
あ
り
、
認

識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
18
名
、
都
庁
退
単
会
と

東
京
清
掃
常
駐
部
か
ら
も
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会
は
11
名
参
加
。

　

介
護
は
突
然
や
っ
て
く
る
こ
と
を

認
識
で
き
た
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
清
掃

東
京
清
掃
のの
春
闘
と
メ
ー
デ
ー

春
闘
と
メ
ー
デ
ー

認
知
症
の
イ
ロ
ハ

場
所
、
人
が
思
い
出
せ
な
い
、
距
離

間
が
わ
か
ら
な
い
、
も
の
の
形
が
わ

か
ら
な
い
な
ど
の
症
状
が
出
る
。

■
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
よ
い
？　

　

本
人
の
言
う
こ
と
を
否
定
し
な
い

で
、
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
。

　

認
知
症
が
あ
る
と
不
安
な
こ
と
が

増
え
る
。
周
囲
の
人
た
ち
が
、
認
知

症
を
理
解
し
て
本
人
が
安
心
で
き
る

よ
う
関
わ
る
こ
と
が
大
切
。

■
な
ぜ
認
知
症
に
な
る
の
か

　

認
知
症
の
一
番
大
き
な
原
因
は

「
老
化
」。
歳
を
取
れ
ば
、
肉
体
的
な

様
々
な
機
能
が
低
下
す
る
。
同
樣
に

脳
の
機
能
も
低
下
す
る
。

■
認
知
症
は
予
防
で
き
る
の
か

　

現
在
の
医
学
で
は
完
全
に
防
ぐ
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
予
防
や
進
行
抑

制
は
で
き
る
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
、
適
度
な
運
動
・
脳
ト
レ
、
血
圧

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
す
る
こ
と
。

口
腔
ケ
ア
な
ど
、
生
活
の
中
で
脳
に

楽
を
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
。

■
認
知
症
の
薬
と
受
診

　

治
す
薬
は
な
い
が
、
脳
の
情
報
伝

達
を
活
性
化
さ
せ
る
な
ど
の
薬
は
あ

る
。
効
果
が
出
な
い
人
も
い
る
。

　

認
知
症
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
正

常
圧
水
頭
症
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
、

老
年
期
う
つ
病
な
ど
の
場
合
も
あ

る
。

岡澤会長主催者挨拶岡澤会長主催者挨拶

東京清掃渡辺書記長東京清掃渡辺書記長

制
度
な
ど
の
課
題
で
、
区
長
会
と
の

闘
い
を
開
始
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

続
い
て
、常
盤
紀
子
さ
ん
の
講
演
。

熟
し
た
脳
組
織
が
何
ら
か
の
原
因
で

損
傷
さ
れ
、
記
憶
・
認
知
機
能
を
中

心
と
す
る
精
神
機
能
が
低
下
、
そ
の

た
め
に
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

状
態
」
が
認
知
症
の
定
義
。

　

老
化
と
認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
の

違
い
は
、
例
え
ば
、
老
化
は
、
朝
ご

飯
を
食
べ
た
が
何
を
食
べ
た
か
思
い

出
せ
な
い
、
認
知
症
は
、
朝
ご
飯
を

食
べ
た
こ
と
を
忘
れ
、
食
べ
て
い
な

い
と
怒
っ
た
り
、
騒
い
だ
り
す
る
。

■
四
大
認
知
症

　

①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
７
割
、
②

（
脳
）
血
管
性
２
割
、
③
レ
ビ
ー
小

体
型
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
）
４
％
、

④
前
頭
側
頭
型
と
、
ス
ピ
ー
ド
が
早

い
若
年
性
。
病
名
は
70
種
類
以
上
。

■
若
年
性
認
知
症

　

男
性
６
・
女
性
４
の
割
合
で
男
性

が
多
く
、
65
歳
未
満
で
発
症
。
早
め

の
治
療
で
根
治
で
き
な
く
と
も
進
行

を
緩
め
る
ら
れ
る
。
本
人
ま
た
は
家

族
が
認
知
機
能
に
違
和
感
を
持
っ
た

ら
専
門
医
に
相
談
す
る
こ
と
。

■
脳
の
病
気
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

　

脳
の
病
気
に
は
、
記
憶
・
見
当
識

障
害
、
空
間
認
識
・
判
断
力
低
下
、

言
語
理
解
・
計
算
が
難
し
く
な
る
な

ど
が
あ
る
。
認
知
症
は
、
見
当
識
障

害
と
空
間
認
識
低
下
が
あ
て
は
ま

り
、
季
節
、
月
日
、
曜
日
、
時
間
、

　

25
年
の
予
測
認
知
症
高
齢
者
数

は
700
万
人
。埼
玉
の
人
口
は
730
万
人
。

■
認
知
症
の
定
義

　
「
い
っ
た
ん
知
能
を
獲
得
し
、
成

【
５
面
へ
続
く
】

講師の常盤紀子さん講師の常盤紀子さん
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５

仕
組
み
は
行
政
の
窓
口
に
冊
子
等
が

あ
る
の
で
、
参
考
に
」「
認
知
症
を

認
め
な
い
こ
と
が
多
い
。
元
気
な
う

ち
に
『
認
知
症
に
該
当
し
た
ら
病
院

に
行
く
』
約
束
を
し
、
書
面
で
残
す

と
い
い
」「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
楽
し

い
と
感
じ
る
人
が
多
い
。
外
で
運
動

す
る
の
も
良
い
。
財
産
管
理
は
、
要

介
護
度
が
上
が
れ
ば
難
し
く
な
る
の

で
、
早
め
に
」「
施
設
の
金
額
は
土

地
代
と
利
便
性
に
よ
り
違
う
。
サ
高

住
で
月
８
～
10
万
く
ら
い
。
で
き
る

だ
け
家
に
い
て
生
活
し
続
け
る
こ
と

が
大
事
」と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
最
後
に
、
講
師
を
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
セ
レ
モ
ア
石
田
課

長
か
ら
挨
拶
を
受
け
て
終
了
。

　

築
地
食
堂
『
源
ち
ゃ
ん
』
に
河
岸

を
変
え
て
、懇
親
会
。
い
つ
も
通
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

る
。
民
間
型
は
、
様
々
な
形
式
の
施

設
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て

い
る
が
、公
共
型
よ
り
費
用
が
高
め
。

　

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
後
回
し

に
せ
ず
、
相
談
窓
口
に
行
く
な
り
受

診
す
る
こ
と
。
介
護
を
受
け
る
側
も

す
る
側
も
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
精

神
的
に
も
体
力
的
に
も
負
担
が
少
な

く
な
る
。
少
し
の
気
持
ち
の
余
裕
と

介
護
知
識
が
あ
る
か
ど
う
か
で
、
そ

の
後
の
人
生
に
多
く
影
響
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
介
護
は
初
動
が
大
切
。

　

講
演
後
、
坂
本
浩
明
さ
ん
、
岩
田

正
隆
さ
ん
（
写
真
な
し
）、
押
田
五

郎
さ
ん
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

向
き
合
う
覚
悟
を
持
つ
こ
と
。
生
活

の
中
で
異
変
を
見
逃
さ
ず
、
気
付

い
た
ら
対
策
を
練
り
行
動
を
起
こ
せ

ば
、自
分
自
身
の
助
け
に
も
繋
が
る
。

■
関
係
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

介
護
す
る
人
は
、
生
活
拠
点
、
ど

の
程
度
介
護
で
き
る
の
か
、
介
護
の

範
囲
、
家
族
の
気
持
ち
な
ど
心
の
整

理
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

　

介
護
に
な
っ
た
時
の
利
用
契
約
、

金
銭
管
理
、
経
済
的
支
援
な
ど
役
割

分
担
や
お
金
の
こ
と
は「
も
め
な
い
」

た
め
に
必
ず
話
し
合
っ
て
お
こ
う
。

■
介
護
に
備
え
る
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

(1)
介
護
の
兆
候
や
健
康
状
態
、
預
金

や
保
険
の
加
入
状
況
な
ど
を
把
握
。

(2)
役
割
分
担
、
費
用
負
担
、
お
金
の

管
理
等
を
充
分
話
し
合
い
、
関
係
者

と
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。

(3)
ど
こ
で
・
ど
ん
な
・
ど
こ
ま
で
の

介
護
を
望
む
か
、
意
向
確
認
す
る
。

(4)
介
護
保
険
制
度
、
職
場
福
利
厚
生

制
度
、相
談
窓
口
な
ど
制
度
の
確
認
。

　

在
宅
介
護
は
、
訪
問
、
通
所
、
短

期
入
所
が
あ
る
。
施
設
入
居
は
、
公

共
型
と
民
間
型
が
あ
り
、
介
護
者
の

生
活
状
況
や
健
康
面
、
要
介
護
度
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
る
。
公
共
型
は
待

機
者
が
多
く
入
居
ま
で
時
間
が
か
か

　

早
め
に
「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
」
で
受
診
す
る
こ
と
が
重
要
。

　

介
護
は
時
間
と
体
力
を
要
し
、
介

護
う
つ
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、

介
護
を
し
す
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
。

　

介
護
保
険
の
認
定
は
、
申
請
か
ら

１
か
月
ほ
ど
か
か
る
場
合
が
あ
る
。

申
請
は
早
め
に
行
こ
と
が
肝
要
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
に
は
、

介
護
者
の
悩
み
や
不
安
を
発
見
す
る

こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
信
頼
し
て
「
何
で
も

相
談
」
す
る
こ
と
が
大
事
。

　

介
護
は
い
つ
始
ま
る
か
わ
か
ら
な

い
。
家
族
が
元
気
な
う
ち
に
話
し

合
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
。
日
頃
か

ら
の
近
所
の
方
々
等
と
良
好
な
関
係

も
大
事
。
介
護
を
深
刻
に
捉
え
す
ぎ

ず
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
で
自
分

の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
。

　
「
介
護
は
突
然
や
っ
て
く
る
」
に

な
ら
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
介
護
に

　

今
月
号
で
機
関
紙
「
清
友
﹂
が

２
０
０
号
に
な
り
ま
し
た
︒

　

２
０
０
９
年
５
月
に
１
号
を
発
行

し
て
か
ら
︑
ち
ょ
う
ど
17
年
︑
当
初
︑

２
月
に
１
回
程
度
の
想
定
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
︑
は
じ
め
か
ら
ほ
ぼ

毎
月
発
行
︑
２
年
目
の
途
中
か
ら
完

全
月
刊
態
勢
を
維
持
し
て
い
ま
す
︒

　

全
国
の
自
治
労
系
退
職
者
会
で
︑

機
関
紙
を
毎
月
発
行
し
て
い
る
の
は

数
団
体
し
か
な
い
と
の
こ
と
で
す
︒

　

こ
れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

は
︑
会
員
の
皆
さ
ん
の
会
の
行
事
に

対
す
る
協
力
と
︑
多
く
の
方
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
読
後
の
感
想
な
ど
に
後
押

し
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
︒
ご
協
力

機
関
紙
が
２
０
０
号
に

機
関
紙
が
２
０
０
号
に

に
深
く
感
謝
し
ま
す
︒

　

今
後
と
も
︑「
清
友
﹂

発
行
の
継
続
へ
︑
叱
咤

激
励
を
お
願
い
し
ま
す
︒

家
族
の
心
構
え

初
動
の
重
要
性

在
宅
か
、
施
設
入
居
か

ま

と

め

坂本浩明さん坂本浩明さん

押田五郎さん押田五郎さん

質
問
と
講
師
回
答

質
問
と
講
師
回
答



６

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2026 年４月
　

高
市
早
苗
内
閣
は
、今
国
会
に『
健

康
保
険
法
改
正
法
案
』
を
上
程
し
ま

し
た
。
法
案
に
は
、「
持
続
可
能
な

医
療
保
険
制
度
実
現
に
向
け
て
、
必

要
な
保
険
給
付
等
の
適
切
な
実
施
と

世
代
間
・
世
代
内
の
負
担
公
平
性
確

保
を
図
る
た
め
」
と
し
て
、
①
よ
り

公
平
な
負
担
実
現
、
効
率
的
給
付
確

保
（
Ｏ
Т
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
見

直
し
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
に
金
融

所
得
反
映
）、
②
出
産
等
の
次
世
代

支
援
や
現
役
世
代
か
ら
の
予
防
・
健

康
づ
く
り
拡
充
（
出
産
支
援
の
強
化

と
子
ど
も
の
保
険
料
軽
減
措
置
拡
充

は
い
い
制
度
）、
③
必
要
な
医
療
提

供
確
保
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

Ｏ
Т
Ｃ
類
似
薬
は
、
市
販
薬
（
Ｏ

Т
Ｃ
医
薬
品
）
と
有
効
成
分
や
効
能

が
ほ
ぼ
同
じ
医
療
機
関
に
よ
る
処
方

薬
で
す
。『
維
新
』
は
、
医
療
費
の

抑
制
策
と
し
て
「
Ｏ
Т
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
適
用
除
外
」
を
主
張
、
自
民
も

慎
重
姿
勢
か
ら
転
じ
、折
衷
的
な「
適

用
見
直
し
」案
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
は
77
成
分
（
約

１
１
０
０
品
目
）
が
検
討

さ
れ
、
代
表
的
薬
と
し

て
解
熱
鎮
痛
剤
（
ロ
キ

Ｏ
Т
Ｃ
類
似
薬
保
険
適
用
見
直
し
に
よ
り

Ｏ
Т
Ｃ
類
似
薬
保
険
適
用
見
直
し
に
よ
り

　

治
療
機
会
喪
失
・
健
康
被
害
増
の
懸
念

　

治
療
機
会
喪
失
・
健
康
被
害
増
の
懸
念

ソ
ニ
ン
）、花
粉
症
等
抗
ア
レ
ル
ギ
ー

薬
（
ア
レ
ジ
オ
ン
）、
痰
切
り
（
ム

コ
ダ
イ
ン
）、
う
が
い
薬
（
イ
ソ
ジ

ン
）、
軟
膏
（
ワ
セ
リ
ン
）、
保
湿
剤

（
ヒ
ル
ド
イ
ド
）
等
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

実
施
内
容
は
、
Ｏ
Т
Ｃ
類
似
薬

の
薬
剤
費
の
４
分
の
１
を
「
特
別
料

金
」
と
し
て
患
者
が
追
加
負
担
、
残

る
４
分
の
３
を
保
険
診
療
窓
口
負
担

割
合
に
応
じ
て
支
払
う
と
い
う
も
の

で
す
。
別
図
の
と
お
り
、
例
え
ば
、

薬
剤
費
が
１
０
０
０
円
の
場
合
、
医
療

費
自
己
負
担
割
合
が
３
割
の
方
は
自

己
負
担
は
500
円
（
現
行
300
円
）、
２

割
負
担
の
方
は
425
円
（
現
行
200
円
）、

１
割
負
担
の
方
は
350
円（
現
行
100
円
）

と
な
り
、
自
己
負
担
割
合
の
低
い
方

ほ
ど
負
担
割
合
が
増
え
ま
す
。

　

医
師
会
な
ど
の
意
見
を
反
映
し

て
、「
子
ど
も
、
が
ん
・
難
病
等
慢

性
疾
患
患
者
、
低
所
得
者
、
入
院
患

者
、
医
療
上
必
要
な
場
合
の
配
慮
」

を
行
う
方
向
と
な
っ
た
も
の
の
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
機
会
を
失
い
、

健
康
被
害
増
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、「
高
額
療
養
費
自
己
負
担

限
度
額
引
上
げ
」
問
題
も
重
要
な

局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
新
年
度
予

算
案
は
、「
自
己
負
担
上
限
引
上
げ
」

を
前
提
と
す
る
構
成
だ
か
ら
で
す
。

　

実
施
案
は
、
本
紙
１
月
号
で
説

明
し
た
よ
う
に
、「
応
能
負
担
拡
充
」

を
基
本
と
し
て
、

(1)
月
額
上
限
引
上
げ
➡️
26
年
８
月
と

27
年
８
月
の
２
段
階
実
施
、
第
２
段

階
で
大
括
り
の
所
得
区
分
を
三
分
割

し
て
細
分
化
、
例
え
ば
、「
非
課
税

以
上
～
年
収
370
万
円
ま
で
」
を
「
非

課
税
以
上
～
200
万
円
」「
200
～
260
万

円
」「
260
～
370
万
円
」
に
分
け
る

（
27
年
８
月
実
施
）。

(2) 

70
歳
以
上
の
「
外
来
特
例
」
引

上
げ
（
こ
れ
も
２
段
階
）

(3)
長
期
療
養
者
へ
の
配
慮
措
置
➡

「
多
数
回
該
当
上
限
額
据
置
き
」
と

「
年
間
上
限
額
」
導
入
（
い
い
制
度
）。

(4)
低
所
得
者
配
慮
➡️
「
年
収
200
万

円
以
下
の
引
上
げ
限
度
額
緩
和
」
と

「
200
万
円
以
下
の
多
数
回
該
当
金
額

引
下
げ
」（
ま
あ
、
い
い
制
度
）。

　

一
昨
年
の
案
よ
り
多
少
ま
し
で
す

が
、
引
上
げ
率
は
最
大
１
・
４
倍
、

「
260
～
370
万
円
」
の
層
は
１
・
２
倍
に

な
り
ま
す
。
患
者
団
体
は
、「『
高
額

医
療
費
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
専

門
委
員
会
』
に
参
画
し
た
が
、
政
府

案
に
賛
成
し
て
い
な
い
」
と
、
反
発

を
強
め
て
い
ま
す
。
Ｏ
Т
Ｃ
類
似
薬

と
高
額
療
養
費
見
直
し
を
合
わ
せ
て

も
、
現
役
世
代
の
保
険
料
軽
減
は
月

額
１
５
０
円
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
保
険
法
改
正
案
提
案

健
康
保
険
法
改
正
案
提
案

ＯＯ
Т
Ｃ
類
似
薬
見
直
し
は
大
問
題

現
役
の
保
険
料
軽
減
は
１
５
０
円

現
役
の
保
険
料
軽
減
は
１
５
０
円

高
額
療
養
費
自
己
負
担
引
上
げ
は
許
せ
な
い

高
額
療
養
費
自
己
負
担
引
上
げ
は
許
せ
な
い
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桜
満
開
宣
言
の
中
、世
田
谷
で
は
、

毎
年
春
・
秋
恒
例
の
区
民
集
会
・
パ

レ
ー
ド
が
１
２
０
名
の
参
加
で
も
た

れ
た
。
今
回
は
、
ス
パ
イ
防
止
法
、

イ
ラ
ン
攻
撃
反
対
も
課
題
に
、
強
ま

る
戦
争
へ
の
危
機
感
い
っ
ぱ
い
の
熱

気
に
つ
つ
ま
れ
た
と
り
く
み
。

　

パ
レ
ー
ド
の
後
、
三
軒
茶
屋
駅
頭

で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
。

　

中
東
の
殺
人
狂
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
に
そ

そ
の
か
さ
れ
た
ト
ラ
ン
プ
が
イ
ラ
ン

に
軍
事
攻
撃
し
て
は
や
１
ヶ
月
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
・
ガ
ザ
で
の
戦
火
は
や
ま

ず
、
世
界
は
戦
争
の
危

機
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
ト
ラ
ン
プ

に
ゴ
マ
す
る
高
市
が
、

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
へ
の
自

衛
隊
派
遣
を
伺
う
だ

け
で
な
く
、
在
日
米
軍

基
地
か
ら
イ
ラ
ン
に
向

け
て
殺
人
部
隊
が
出
発

し
、
戦
争
加
担
の
姿
勢

が
は
っ
き
り
し
た
。
こ

◎
戦
争
準
備
で
は
な
く

　
暮
ら
し
に
予
算
を
！

◎
ス
パ
イ
防
止
法
反
対
！

◎
米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
は

　
イ
ラ
ン
攻
撃
や
め
ろ
！

３
・
29
世
田
谷
区
民
集
会

高
ま
る
戦
争
反
対
の
声

う
し
た
大
変
な
状
況
の
中
で
、
19

日
行
動
を
は
じ
め
、
戦
争
反
対
、
軍

拡
・
改
憲
反
対
の
と
り
く
み
は
大

き
く
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
３

月
の
19
日
行
動
１
万
１
千
、
25
日
は

２
万
４
千
と
、
と
り
く
み
は
日
に
日

に
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

い
ま
こ
そ
自

治
労
な
ど
、
力

の
あ
る
組
合
が

19
日
行
動
な

ど
反
戦
・
平
和

運
動
の
先
頭
に

立
っ
て
ほ
し
い

も
の
だ
。

　

集
ま
ろ
う
！

４
月
19
日
、
14
時
に
国
会
議
事
堂
正

門
前
へ
、５
月
３
日
は
憲
法
大
集
会
、

有
明
防
災
公
園
へ
。

〈
文
と
写
真
・
森　

遵
〉

　

東
京
清
掃
第
96
回
定
期
大
会
が
、

３
月
15
日
、連
合
会
館
で
開
催
さ
れ
、

退
職
者
会
も
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

■
事
業
の
再
直
営
化
を
目
指
す
こ
と

　
反
戦
・
平
和
・
人
権
の
取
組
強
調

　

多
田
修
一
郎
委
員
長
は
、「
昨
年

の
賃
金
確
定
で
、
長
年
求
め
て
き
た

新
業
務
職
給
料
表
へ
移
行
で
き
た
。

区
民
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
清
掃
事
業

の
維
持
発
展
に
尽
力
し
た
諸
先
輩
、

現
場
組
合
員
み
ん
な
で
勝
ち
取
っ
た

も
の
だ
。
世
界
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
が

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
イ
ラ
ン
攻
撃
を
行
い
、

世
界
の
秩
序
が
崩
壊
し
て
い
る
。
日

本
の
役
割
は
、
平
和
の
尊
さ
を
訴

え
る
こ
と
だ
。
今
こ
そ
、
反
戦
・
平

和
、
人
権
を
守
る
取
組
み
を
強
化
し

た
い
。
清
掃
事
業
の
委
託
化
が
進
ん

で
お
り
、
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る

た
び
に
、
直
営
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
安
全
・
安
定
の
清
掃
事
業

を
目
指
し
、
極
め
て
困
難
な
課
題
だ

が
、
東
京
清
掃
全
体
で
再
直
営
化
の

運
動
を
進
め
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

■
岡
澤
会
長
は
現
場
力
と
「
自
治
体

　
の
重
要
性
」
を
強
調
し
、
激
励

　

岡
澤
徹
退
職
者
会
会
長
は
、
来
年

の
統
一
地
方
選
、
再
来
年
の
参
院
選

東
京
清
掃

東
京
清
掃
第
96
回
定
期
大
会

多田委員長多田委員長 岸まきこ議員岸まきこ議員岡澤会長と纐纈副会長岡澤会長と纐纈副会長
で
の
反
転
攻
勢
を
訴
え
た
う

え
で
、
自
治
体
の
役
割
の
重

要
性
を
踏
ま
え
、「
日
本
の
民

主
主
義
と
、
日
本
の
平
和
は

自
治
体
か
ら
」
と
強
調
。
岸

ま
き
こ
参
議
院
議
員
は
「
労

働
者
の
立
場
に
立
っ
て
頑
張

る
」
と
、
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

大
会
議
論
が
４
人
の
代
議

員
が
発
言
。
若
い
組
合
員
の

活
発
な
発
言
が
印
象
的
で
し

た
。
退
職
者
会
は
、
引
続
き

東
京
清
掃
を
応
援
し
ま
す
。

〈
取
材
・
纐
纈
朗
、写
真
・
東
京
清
掃
提
供
〉
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フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
か
ら
15
年
、

『
と
め
よ
う
原
発
３
・
７
全
国
集
会
〜

持
続
可
能
で
平
和
な
社
会
を
』
が

代
々
木
公
園
で
開
か
れ
、
８
５
０
０
人

（
主
催
者
発
表
）
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
鎌
田
智
さ
ん
は

「
推
進
派
は
、
再
処
理
や
最
終
処
分

な
ど
『
で
き
な
い
こ
と
を
や
る
』
と

無
責
任
に
い
い
続
け
て
い
る
」
と
批

判
。
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
の
盛
岡
大
学

長
長
谷
川
公
一
さ
ん
は
「
福
島
原
発

事
故
は
人
災
。
戦
前
の
侵
略
・
ア
ジ

ア
太
平
洋
戦
争
〜
空
襲
・
原
爆
を
招

い
た
構
造
と
、
原
発
事
故
の
構
造
は

全
く
同
じ
。
９
・
11
を
踏
ま
え
た
ア

メ
リ
カ
の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対

策
を
学
ん
だ
に
も
関
わ
ら
ず
無
視
。

対
策
を
と
っ
て
い
れ
ば
、
過
酷
事
故

は
免
れ
た
。日
本
の
原
発
は
無
防
備
、

原
発
コ
ス
ト
は
巨
額
で
採
算
は
合
わ

な
い
」
と
、
原
発
に
関
わ
る
構
造
の

問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
新
潟
・
柏

崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
に
関
し
「
知
事

や
議
会
は
議
論
す
る
こ
と
を
否
定
」、

福
島
浪
江
町
津
島
原
発
訴
訟
団
は
、

「
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
私
た
ち
の
よ

う
に
故
郷
を
追
わ
れ
る
」、
福
島
県

民
大
集
会
実
行
委
員
会
は
、「
帰
還

困
難
区
域
は
残
さ
れ
、
避
難
指
示
解

除
後
も
帰
還
住
民
は
少
な
く
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等

課
題
山
積
」
と
訴
え
、
フ
ク
シ
マ
連

帯
キ
ャ
ラ
バ
ン
や
甲
状
腺
が
ん
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
な
ど
、
若
い
人
た
ち

の
活
動
内
容
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
渋
谷
と
原
宿
に
分
か
れ

て
パ
レ
ー
ド
、「
原
発
再
稼
働
反
対
」

な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
、
移
住
労
働
者
と
の
連

帯
を
追
求
す
る
集
会
『
マ
ー
チ
・
イ

ン
・
マ
ー
チ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
３
月
初
旬
の
日
曜
日
に
開
催

さ
れ
、
上
野
不
忍
池
に
集
合
し
、
御

徒
町
駅
前
を
通
っ
て
御
徒
町
公
園
ま

で
、
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
に

ぎ
や
か
に
パ
レ
ー
ド
を
し
ま
す
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
御
徒
町

周
辺
に
は
観
光
客
も
多
く
、
楽
団
を

先
頭
に
進
む
パ
レ
ー
ド
に
歩
道
か
ら

笑
顔
で
手
を
振
る
外
国
人
も
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。

　

御
徒
町
公
園
で
は
集
会
が
開
催

実
刑
と
な
っ
た
と
い
う
悲
惨
な
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
鳥
井
さ
ん
か
ら
「
不
法

就
労
者
と
い
う
言
葉
は
入
管
法
に
は

な
い
。
そ
れ
に
あ
た
る
の
は
資
格
外

就
労
だ
と
思
う
が
、
資
格
外
就
労
を

さ
せ
て
い
る
の
は
雇
用
主
で
あ
る
。」

と
、
本
人
の
責
任
で
は
な
い
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
所
の
子
供
達
が
遊
び
に
来
る

公
園
で
も
あ
る
の
で
、
そ
う
そ
う
長

く
集
会
も
で
き
ず
、
最
後
に
集
合
写

真
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集
会
を
終
わ

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
３
５
０
名
で

す
。
退
職
者
会
は
１
名
で
し
た
が
、

東
京
清
掃
か
ら
４
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
。

〈
記
事
と
写
真
・
岡
澤
徹
〉

さ
れ
、「
ア
メ
リ
カ

の
バ
カ
大
統
領
の

隣
で
は
し
ゃ
ぐ
バ

カ
総
理
」
と
い
っ

た
叫
び
、
女
性
移

住
労
働
者
が
妊
娠

が
発
覚
す
る
と
解

雇
さ
れ
る
の
で
診

察
も
受
け
ら
れ
ず
、

自
宅
で
死
産
し
、

執
行
猶
予
な
が
ら

移
住
労
働
者
の
人
権
守
れ
！
連
帯
行
動
貫
徹

サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
で
に
ぎ
や
か
に

許
し
が
た
い
悲
惨
な
現
状

「「
原
発
原
発
な
く
そ
う

な
く
そ
う
」
の
」
の
想
い
想
い
をを
新
た
に
新
た
に

福
島
原
発
事
故
は
人
災
だ

核
・
原
発
の
時
代
を
終
わ
ら
せ
よ
う


